





























































盲学校や聾学校にまで波及し、近年では職業教育課程におけ 現場実習に留まらず、中学部や高等部普通科 段階 おいても近隣 商店や公共施設などの協力のもと、職場実習の取り組みが徐々にすすめられている。このように、今 キャリア教育は、 学校のみならず、盲学校をはじめとする特別支援教育諸 おいても新たな 理念とし 受容され、職場実習はそれを具体化するための有効な方法論として定着 つつあるのである。それでは、実際に個別の盲学校の日常において職場実習を展開してい
る教師たちは、その過程を通じて具体的にど ような出来事に遭遇し、それらの出来事を ど ような現実として意味づけ、対応してきたのであろうか。そもそも盲学校の日常を生きる教師達は自らが実践しているキャリア教育をどのように定義し、
いかにして教育行為の認識を生成し






置される職業教育課程(本稿では三療(マッサージ・鎖・灸)教育を行う「理療科」ないしは「保健理療科」を意味する)に進学するか、あるいは他の進路を模索するかという選択を迫られることになり、ここに進路の決定が現実的な問題と て立ち現れうるものと考えられるためである。職場実習に関わる田中教諭個人の経験に着目することにより、盲校においてキャリア教育が有する意味と、そこから導出さ うる課題ついて行為者の視点から現場内在的に考察し いきたい。まず、先行研究との関連において本研究の立地点を明示し、本研究の意義を明らかにしておこう。2 先行研究の整理ここでは、盲教育史に関する近年の代表的な議論を追いつつ、盲学校
においてキャリア教育的な取り組みが求められるようになる背景を把握するとともに、関連する先行研究を参照することにより本研究の分析の課題を明確化していく。
いわゆる三療は視覚障害者にとっての伝統的職業分野であり、かつ
てはほとん、どの盲学校生徒が職業 課程へと進学し、三療 関する教育を受け、理療士として「職業自立」を果たしてきた。と ろが、一九七
0年代の後半以降、生徒の進む進路は多様化し、職業教育課程へ
の進学を自明とする既存の進路状況は徐々に変化を見せ始める。つまりこの時期、発達保障の理念と結びついた「権利としての障害児教育論」が展開され、養護学校の義務制が実現すること より、それまで「





うトピックは今なお盲学校におけ 進路問題 中心的な課題 してあり続けている。さらに、近年の三療業界は、急激 経済変化に伴う雇用不安や、規制緩和を基調とした政 のも での晴眼者(非視覚障害者)業者の台頭 ある は無資格マッサージ業 横行などにより混迷 度合いを深めている(乗松・黒田
N20)
。すなわち、三療という職業はもはや
視覚障害 にとっての安定した自立への手段ではなく っているということだ。このことは生徒たちにも十分理解されているこ ある。近年の盲学校高等部生徒 職業意識を詳細に 析している新谷
085
によ
ると、高等部普通科 生徒の約六割が三療では生計を立 ていくこと難しい 感じており、多くの生徒が三療以外の職業、 りわけ専門的・技術的職業に就く を希望している。こ ように様々な事態が複雑からみあうこと より、専攻科へ 進学を自明とする単線的 キャリア
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や実践を報告するものであり 公表された調査結果や 践内容、教師の語りはキャリア教育をめぐる興味深い事実を浮き彫りに 。その意味で、これらの研究は現場の教育基盤を豊かに ための重要な役割担っており、提出され 種々のデータは盲学校教師がキャリア教育を展関するための実践的な指針ともな だろう。また、これらはほとんど調査の行われていない盲学校でのキャリア教育の 本的情報を提供するという意味で有意義であるばかり なく、比較研究や理論構築のため 基礎資料としても 効なも であるに違いない。しかし がら そ 一方で、これらの先行諸研究が結論として提示す 指摘や主張、論述はあまりにも平板かつ陳腐な のであるように思われる。収集されたデ
I
タに








































































































































は自動的に上位の学部に進学す ものと見なされてきた。高等部においても普通科卒業後、専攻科へと進学するこ が慣例とされており ほとんどの生徒が、理療科へと進 し、「職業自立」を果たしている。そのためV盲学校においては三療関係以外の進路に関する情報の収集や蓄積はこれまでほとんど行われておらず 外部の進路を志向するよう 取り組みが積極的に行われるということも少なかった。そのため、実習に関する情報の収集や実習先の探索などは職場実習を初めて企画 三年生の担任が独自に行わざるを得なかったのである。 ころが、受け入れ先 選定・決定は大いに難航し、結局 ところ
一般の事業所で受け入れ先を





































働概念の体験的学習」のように、キャリア教育の概念規定 ら一般的に導出可能な項目だけでなく、「経験領域の拡大」や「障害と社会との関係についての関心の酒養」または「社会規範の習得」や「自立心 形成」といった具合に、盲学校ないしは特殊教育の に固有の教育言説を反映する目標項目も掲げられている。僅か二日間 職業体験のわりに ささか大風呂敷を広ろげ過、きであるようなきらいもあるが
ローカルな現
実に基づく独自の目標と、職場実習を実施する際に設定されうる 般的で形式的な目標項目と 巧みに結合することで、文脈的状況 整合す定型的な(その意味で妥当な)目的を提示していると評価できよ 。











なんだ」っていうのを理解していきますよね。それを年齢をある程度重ねてから より、まだ若 うちに、そういうふうな体験をさせてあげたか たなっていうのもありますし、あの子たちは「アルバイトしろ」つっても、 かなかできる状況でもないですしね。
動機や意図が何であるにせよ、今日では多くの高校生が何らかのアルバイトに従事している。彼(女)らは、アルバイトという形で労働市場に参画することにより、「働くっていうことのイメージを」実際の
経験を通じて体験的 理解す 加え 、学校の日常と異なる文脈 もとで培われた人間関係や重ねられた社会経験は彼(女)らが将来への展望を育み進路イメージを形成するための重要なリファレンスとなっているに違いない。
一方、視覚的なインベアメント(機能障害)を有する盲
46 
学校の生徒の場合、同世代の高校生たちとは異なり、そもそもアルパイトの機会を得、市 労働に参画すること自体が極めて難しい。これら一連の背後期待が田中教諭自身の経験を伴って強化され、上記の語りを支持している。つまり、ここにある はセルフモニタリジグ能力を備えた再帰的な自己の形成を可能とするはず 社会経験における格差という間題把握であり、盲学校生徒 同世代の高校生に比してよりナイーブな存在として捉える見方である。そうした認識が基盤となっ 、僅かでも労働体験へのアクセス機会を保障することにより、盲学校生徒の社会的経験の領野をできる限り拡大しようという論理が醸成され、そのための手段として一般事業所におけ 職場実習 営み 言及 ている である。




















多い社会である。 彼ら」はその「実態」において、(「苦しいこととか傷つく場面」の多い)社会 「いきなりダイレクト 」参画する の難しい存在と見なされ この主張 背後に 、「彼らの実態」を条件としなければ、こうした社会に いきなりダイレクトに」参画したとしても特段の問題は生じないという仮定が潜在する。すなわち、ここで、
生徒たちはその「実態」において、(同世代の高校生よりも)「苦しいこととか傷つく場面」に対して耐久性の低い、他者に比してよりパルネラブルな存在として認識されているということである。このように、生徒をパルネラブルな存在として類型的に理解することの結果 おい 、生徒たちが「普通科にいる聞に」労働へのレディネスを形成しておくという教育目標は妥当性を獲得する。そして、
一般事業所における職場実習
































































































実はあって。こちらからすれば、学校と同じ敷地内にあるし 視覚障害の人たちと毎日接している職員さん ちなので、子どもたちに職員として働く いう 職場の体験を せていただくっ いうことではそんなにハードルはない じゃないかな 思っていたところもあったんですけれども。向こうとしては「それは困る」と、「全盲の人が来て、ケガでもされたら どこが責任をとるんだ」ってい
ーキャリア教育をめぐる教師の語りを手がかりに49 官学校における教育実践の規定構造
うことで言われたんですね。それもすごくびっくり仰天で、やっぱり向こうのほうでも、移動 るにして 何にするにしても、とにかくこちらのほう は責任は負いか るっ いうようなところから、実はスタートした話だったんです。
視覚障害者への情報提供施設として「(盲)学校と同じ敷地内に」立
地し、「視覚障害の人たちと毎日接して」いる県立点字図書館であるなら、視覚障害者に対する理解も十分あり、それゆえ全盲生徒の実習受け入れに際しでも、「そんなにハードルはない」だろうと思われた。ところが、実際 は、生徒の ケガ」や「移動」などに関わる責任論に拘泥する図書館当局 より、田中教諭は「門前払い されてしま 。点字図書館であれば実習の意義をある程度認め、柔軟かつ積極的 対応してくれるに違いないと密かに期待 ていた田中教諭にとって、図書館側のこうした応答はまさに「びっくり仰天」すべき事態であっただろう。その後、「私一人で行ってもらちがあかない」と感じた田中教諭は管理職と相談の上、再度正式に交渉の席を設け、生徒の受け入れを要請することにする
何回もお願いしたんです。こちらのほうでとにかく最初に事前指導もしっかりやりますと。学校の中での体験学習なので、何かあった場合にはもちろん学校の責任っていうことで、保険の対象になるつていうこととかもお話させていただいて。子どもたちの実態も心配しているようなことは何もな っていうことで。あと事前 面接をお願いしたんです、子ど たちの。実際に子どもた に会っていた
50 
だいて、誤解を解いて、解けたかどうかはわからないんですけれども。そういう風な形で段取りを何度 踏んで、それで「な とかやれるんじゃな か」っていうふうなお返事をいただいて。そういう風なことで、向こうの方にもだんだんハードル 、心のハードルだと思，つんですが、下げていっていただいて、どうにかこうにか実習までもっていったっていう経緯はありますね。
交渉には、三年生の担任の他、盲学校側からは進路部長と教頭、が、図
書館側からは副館長と事務次長が参加している。田中教諭は交渉過程を通じて何度も、「子どもたちの実態」について説明し、「事前指導」を十分に行うことを確約し、「何かあった場合」の責任は盲学校に帰属することを強調した。また 生徒に対する「誤解」を解消すべく、図書館側に生徒たちへの事前面接をも求めている。このように説明と説得をねばり強く重ねることにより、当初全盲生徒受け入れに難色 示 た点字図書館側も徐々に状況を理解するようになり、ようやく実習生として二人の全盲生を受け入れることに同意したのだった。
こうした経過を経て点字図書館における職場実習が実現し、二人 生
徒は、利用者への対応や、録音図書 整 点字図書の作成など、点字図書館に関わる一般的な業務について一 り体験 機会を得ることができた。しかしながら、物理的 盲学校 近接し 視覚障害者の福祉に資することを目的として設立されているはずの点字図 、 こ ように盲学校生徒の実習受け入れに対して伸張な姿勢を見せ いう事実は、田中教諭に「 んな 近くにあるところで 、全盲イコール もで
きないっていうのがあるんだな、思いのほかハードルが高いんだな」という印象を再度強烈な形でもたらすことになる。それでは、職場実習を主導した田中教諭は、当該実習の教育的意義を





















修飾語などを執助なまでに多用し、生徒が語 二つの感想が要約的に提示されて る。 こには、非対称的な現実社会に無力に巻き込まれ、生徒に対し 職場実習の機会ですら満足 補償し得ない教師ジレンマが象徴的 投影されてはいないだろうか。
つまり、実習先の開
拓という企て 難渋を極め、厳しい壁に直面 なか 、盲学校教師としての職責を公正かつ十全に履行すること 難じさを感得す からこそ、田中教諭は「生徒の感想」 教育現場におけるモデルストーリーへと加工し報告するのであり、そうした作業 通じて、職場実習のささやかな「成果」あるいは「意義」をアピールしようとするの ある。要するに、この語りにおいて表象されているのは、
一方に職場実習の機会や










して職場実習を主導してきた田中教諭のナラティブを参照することにより、盲学校におけるキャリア教育に関する教師 主観的な経験について分析を行っ きた。ここまでにおいて確認できたことは、(一)生徒たちをナイーブかつパルネラブルな対象としてカテゴリー化する実践を通して、社会的経験の領野を拡大するための手段 いしは、八社会的リハビリテ
l
シヨン〉の一環という形式において、職場実習という教育行為




















具体的に学校の組織の中でそういう風なの〔実習先の開拓〕に動いていくのは進路指導部の仕事だって ふうな意識もあるとは思うんですけども、なかなか進路として動いていくつていうのには普通科の中 動 るメンバーがちょっ 限られ しまっているので、現実問題として一日中、週のうち三日も四日も出 歩 てっが難しいんですね。授業 あるし、そういうふうな組織上の問題なんかをどうにかクリアでき ってい んであればいいんですけど。この語りにおいては、授業兼担の中で、「週のうち三日も四日も」出
張することが難しいということに加え、進路指導部に所属する普通科の
教員で実際に活動できる人員が限られているという状況が実習先の開拓を困難にする制約的な条件として指摘さ 。ここから、開拓に関わる責任を普通科の内部に限定し、その範囲でのみ対応しようとする硬直化した組織運営と、(恐らくは財政的な援助の不足を背景とする)人的な資源の制約の厳しさが組織内在的な要因として職場実習の取り組みを規定していると推定することができるだろう。だがしかし、単に組織的な特性だけが職場実習の取り組みを規定し制約するというわけでもない。そもそも、生徒を受け入れる事業所が無ければ、職場実習を中核とするキャリア教育は成り立た いのだ。しかも
本稿が対象とした田中教諭の経験からも明らかなように 「体験的な学留を一層充実」 めに「協力・連携」すべき相手とされる 地域や産業界」がいつも善意に満ちた良き理解者であるとは限ら い。むしろ、積極的に障害者を受け入れていこ とする事業所は まだ極めて希少存在であるだろう。そして 協力的な事業所 の 前提 既存のマニュアルや答申には障害者の受け入れ 消極的な事業所 どのように交渉し、
いかに理解を調達し協力を取り付けていくのかといった実際











全盲生徒の受け入れ先を見つけることのできなかった田中教諭も 「これから来年度に向 てユニクロとか、ジャスコとが ういうところをちょっと回ってみたいなっていう風に思ってるん すけど、現実問題、
盲学校の教員がやっぱり足で稼ぐしかないのかなっていう部分はありますからね」と慨嘆し落胆の念を見せていた。こ 語りにお て象徴されているのは、実習先を求めて東奔西走し、生徒受け入れに向けて事業所と渡り合い、要求を重ねて説得を繰 返すという困難な職務が、盲学校教員の日常業務として新たに制度化され、組み込まれると う事態 他ならない。
このように見てくるならば、職場実習の取り組みは、
ひとつは内部的
要因によって、今ひとつは外部的な要因 よって規定される 整理できょう。すなわち、内部的要因とは 人的資源の不足 社会的ネットワ
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An Analysis of the Determinants of Educational Practice 
in the School for the Blind : 
with a Focus on Teacher's Narratives of the Career Education 
SATO Takanori 
The idea of the career education penetrates now in the domain of the special support education and, as a 
central action to realize it, the workplace training is carried out in much special support schools. In that case, 
what kind of events The teachers who actually develope the workplace training activity in each special support 
schools have encountered with concretely through the process and have given a meaning as what kind of reality 
in those events and coped with them? After all, in what way does the teacher who live in the daily life of the 
special support school define a career education and generate the recognition of the educational acts? A purpose 
of this paper is to consider these questions by analyzing narratives of the teacher working at school for the 
blind about the career education on the basis of interpretive approach. In doing so, we specify the contextual 
conditions that constrain or enable the career education in the school for the blind. The things that became 
clear from analysis are next. (1) Through practice to categorize students as the naive and vulnerabl object, the 
workplace training as the educational acts was produced in a certain type of form reasonably. (2) The action of 
the workplace training was constrained by many factors concerning with the inside state of the organization, like 
the lack of human resources and lack of the social network or rigidity of the organization administration, and 
institutional barrier and prejudice to the disabled person category being located outside the school organization. 
Key Words : school for the blind, career education, everyday world of teachers, qualitative case study, 
interpretive approach 
